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令和8年度学校推薦型選抜(一般枠) 専門課題小論文

(初等教育コース教育文化専攻)

問題用紙1

問題 次の文章を読んで、多様な人々と共生できる子どもを育てるために学校教育はどうあるべきかについて、あなたの考えを600

字以上800字以内で論じなさい。なお、筆者の主張を簡潔にまとめた内容を含めること。

グローパル化が進み、世界共通のビジネスモデルや教育モデルが示される一方で、文化の衝突は恩わぬところで起きている。衝突

の影響は極めて深刻なのだが、その実態は見えにくく、意識されずに過ぎてしまうことが多い。たとえば母国で優秀な成績を修めた

学生が、海外の大学でつまずくことがある。言語や教育方法の違いがつまずきの理由に挙げられがちだが、母国と留学先の作文/小

論文の「論理の展開の違いJに根ざした、思考法の違いが原因であることも多い。

この文化による論理展開の違いをいち早く指摘したのは、アメリカの応用言語学者カプランである。カプランは、大学で留学生の

小論文指導を行うなかで、英語が上達してもなかなか小論文が上達しない留学生が多いことに長年疑問を持っていた。そこでカプラ

ンは世界30カ国以上から来た留学生の小論文を分析し、下図のように言語圏別に論理の展開の特徴を視覚的に分類してみせた。
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令和8年度学校推薦型選抜(一般枠) 専門課題小論文

(初等教育コース教育文化専攻)

問題用紙2

たとえば、経済領域では効率的に最大限の収益を上げることを目的とするが、この目的を政治領域に持ち込むと汚職となり、法領

域では違法となり、社会領域では不道徳となる場合が生じうる。このように四つの領域は独立して存在しているが、どの領域の論理

と価値観を重視しているか、つまり国の統合の原理として採用しているかは、教育、とりわけ学校で教える作文を通して判断するこ

とができる。なぜなら、教育は知識や技術を教えるのみならず、当該国の伝統や価値観の伝授を重要な目的として持っているからで

ある。

学校は人間形成という明確な目的を持ち、その目的に向かって子どもを形成(教育)するカが系統的に強く働いている。そのため、

子どもたちが将来参加していく社会で正しいとされる行為の型やその背後にある規範、価値観がより明らかな形で現れる。もちろん

ひとつの国の中でも、地域によって、階層によって、異なる言語や習慣を持つエスニックな共同体によって多様な文化が存在してい

る。しかし、そうした複数の文化的な集団によって構成されている国が、ひとつの国家(社会)として成り立つためには、統合する

文化が必要であり、一般には支配層の文化が主流文化として学校(公教育)で教えられていると指摘されている(プ、ルデュー 2012)。

では領域が異なると何が変わるのだろうか。まず各領域は固有の目的と目的を達成するための手段を持っている。たとえば、経済

ならば利益を上げること、平たくいえば儲けることであり、インプットに対してアウトプットの比重が高いことである。その目的達

成のためには、計算による数値の比較によって最も効率がよく安価な手段を選択する。この時、早くて安い手段を選ぶことが重要で

あり、手段の選択に関して道徳的な配慮は後回しになるじ、哲学的な考察は全く意味を持たない。それに対して政治領域では、公共

の福祉という目的達成のために、何が公共の福祉になるのか、社会を構成する多様な人々にとっての共通善とは何なのか、その「目
かな

的自体Jを吟味し、公共の福祉・共通善という理念/理想に適った手段を選択する。理念の吟味には哲学的な考察が重要となり、理

想の追求には、理念に対する人々の合意が必要になる。

このように価値観とは、何を優先して何を後まわしにするか(犠牲にするか/切り捨てるか)、その順位づけに現れる。そして優

先の順位づけは「何を目的とするのかJによって決まる。

価値観に紐づけられた論理を考える時、 「どのような論理が各領域で成り立つのか」、そして究極的には「何のために思考するの

かJという問いが私たちに突きつけられる。確かに議緯や帰納などの推論の形式、つまり道具としrの論理的思考は多様な場面で役
に立つ。しかしより本質的なのは、 「どの領域のいかなる価値観のもとで思考するのかJという価値の選択と、その価値に合致した

論理め使用である。経済の問題として捉えるのか、政治の問題として捉えるのかによって正しい結論と結論に至る道筋は変わってく

る。これを単なる制度(領域)の違い、制度固有の表現形式の違いとして受けとめると、私たちはどのような価値観に基づいて思考

しているのか、どのような論理を論理的だと受けとめて思考し、判断しているのかに無頓着となり、予期せぬ文化衝突に遭ったり、

判断を間違えたりする。

(渡遁雅子『論理的思考とは何かJI2024年、岩波書庖一部改変)
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